
分
散
登
校
で
実
感
し
た

20
人
学
級
の
教
育
効
果

学
校
再
開
直
後
の
「
分
散
登

校
」
で
多
く
の
学
校
は
一
時
的

に
20
人
以
下
の
授
業
と
な
り
ま

し
た
。
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
表
情
が
よ
く
わ
か
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
る
。
」

「
一
人
ひ
と
り
の
勉
強
の
つ
ま

ず
き
を
丁
寧
に
み
ら
れ
る
。
」

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
実
感
で

す
が
、
少
人
数
学
級
の
有
効
性

を
改
め
て
、
全
国
的
に
経
験
で

き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

40
人
学
級
で
は

密
を
避
け
ら
れ
な
い

感
染
拡
大
防
止
の
点
で
も
、

現
在
の
「
40
人
学
級
」
は
無
理

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
直

接
触
れ
合
っ
て
育
つ
だ
け
に
身

体
的
距
離
の
杓
子
定
規
な
強
要

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

一
番
長
く
座
っ
て
い
る
授
業
の

席
で
身
体
的
距
離
の
保
障
を
す

る
た
め
に
は
、
「
30
人
学
級
」

が
限
界
で
す
。

ま
た
、
消
毒
な
ど
の
新
た
な

作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
教
職
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、

教
職
員
増
と
少
人
数
学
級
の
実

現
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

研
究
者
や
政
党
か
ら
も

教
員
増
を
求
め
る
声

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長

は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
で
は

20
人
〜

30
人
が
適
当
で
は
」
と

述
べ
ま
し
た
が
、
学
会
や
政
党

か
ら
も
教
員
増
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
教
育
学
会
は
「
教
職
員
・

学
習
支
援
員
等
の
増
員
に
約
１

兆
円
あ
れ
ば
、
小
学
校
３
人
、

中
学
校
３
人
、
高
校
２
人
、
合

計
約
 10 
万
人
の
教
職
員
増
が
可

能
」
と
の
提
言
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
第
２
次
補
正
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
た
予
備
費
10

兆
円
の
10
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

国
会
で
は
「
10
万
人
の
教
員

増
と
そ
れ
を
活
用
し
て
子
ど
も

に
少
人
数
学
級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
よ
う
」
と
の
提
言
を
発
表
し

た
日
本
共
産
党
の
提
案
に
対
し
、

首
相
は
「
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
応

じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
少
人
数
学
級
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う

年
間
一
兆
円
の
教
育
予
算
増

を
恒
常
化
し
て
も
、
先
進
国
で

最
低
の
日
本
の
教
育
予
算
の
水

準
（
教
育
公
財
政
支
出
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
）
は
２
・
９
％
か
ら
３
・

０
％
強
と
な
る
だ
け
で
、
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

加
盟
国
平
均
の
４
・
０
％
に
ま

だ
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
。
 

「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
少

人
数
学
級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

う
」
の
声
を
さ
ら
に
大
き
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は抜本的見直し。｢チャレンジテスト」は廃止。

女性部 健康アンケート⑥

女性部では、2019年度に「健康アンケート」を取り

ました。結果を連載の形で報告しています。

６. 健康について
常にある よくある たまにある まったくない 無回答

◆いらいら・やる気がでない・憂鬱・些細なことが気

になる (18％ 6％ 69％ 0％ 6％)

◆疲労感・眠気 (25％ 69％ 6％ 0％ 0％)

◆肩こり・目の疲れ・のどの痛み・声がれ

(31％ 56％ 13％ 0％ 0％)

◆生理痛・更年期障害など女性の疾患

(13％ 38％ 31％ 13％ 6％)

◆慢性的な疾患による内科・整形外科への通院

(13％ 0％ 25％ 56％ 6％)

７．その他、健康について、不安や悩みなどあれ

ばお書きください。
・仕事の過密ぶり、休憩がとれない、この状態で年を

とっても働き続けられるのか不安です。

・年々、体の不調を感じているので、定年まで働くこ

とができるのか心配です。

・今は、妊娠、出産、育児の時期が過ぎ、介護に不安

や悩みを持ちました。自分の体力も衰える中での介護

はかなりの負担になり、あらゆる仕事が滞りました。

・６０まで（６５まで）元気で働きつづけられる自信

がない（毎日忙しすぎて）。

・親の介護は女性の肩に重くのしかかってきます。介

護休暇を簡単にとれると嬉しいです。

・年齢を重ねることはもちろん健康面や介護などで不

安なことが増えてくる。現状の職場環境では（教師の

人数不足）休みは以前よりもとりにくいと感じている。

・放課後にスクールカウンセラーにかかりたい。（おわり）


